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１ 今期、中国への柑橘類輸出が１，５００トンに 

２ EU、コレラ対応に１００万 EURを拠出 

３ 豪系インヴィクタス社、凝縮ガスを発見 

４ ジンバブエ中央銀行（RBZ）新総裁に、ムシャヤヴァヌ氏が任命される 

５ モザンビーク企業による鉄道運輸サービスが再開される 

６ UCF社、ジンバブエの肥料分野に７億米ドルの投資計画 

 

１ 今期、中国への柑橘類輸出が１，５００トンに 

 今期のジンバブエから中国への柑橘類の輸出量が１５００トンとなり、今後も増加する

ことが期待される。中国の柑橘類市場は大きいものの、他アフリカ諸国市場との厳しい競争

に勝つためには、国際基準を満たすための商品の質と競争率向上のための投資が必要とさ

れる。（４日付、ヘラルド紙） 

報道リンク：https://www.herald.co.zw/1-500t-citrus-fruits-exported-to-china/ 

 

２ EU、コレラ対応に１００万 EURを拠出 

 ２日、EUは、感染が拡大するコレラ対応に、１００万 EURの拠出を発表した。同資金は、

水、衛生、保健サービスの改善に割り当てられる。（３日付、デイリーニュース紙） 

報道リンク：https://dailynews.co.zw/eu-avails-1m-grant-to-combat-cholera/ 

 

３ 豪系インヴィクタス社、凝縮ガスを発見 

 豪系インヴィクタス・エネルギー社と当国パートナー会社であるワン・ガス・リゾース社

は、中央マショナランド州ムビレ郡のムクユ-２ガス探査場所で、ジンバブエ経済規模を変

革させる可能性があるほどの広域にわたる凝縮ガス鉱床を発見した。同発見は、ジンバブエ

経済成長、電力確保、炭化水素探査への投資促進等において、変革をもたらす可能性が大き

いとされており、商業的掘削が開始されれば政府の歳入に多額の流入も期待される。 

 ソーダ鉱山・鉱山開発大臣は、「同発見は、南部アフリカ地域の陸上石油・ガス分野にお

いて、大規模な発見であり、最も重要な進展の一つである。これは、インヴィクタス社、Geo

協会（探査資格保有団体）、当国政府間の長年のパートナーシップの成果である。（今回発見

された）ガスは、当国のエネルギー・ミックス（電源構成）を多様化させ、電力の確保や地

元地域の雇用と機会の創出に繋がる。これはガスの発見であり、石油の確認はできておらず、

探査試験及び評価はまだ進めているところである。」と述べた。（９日付、ヘラルド紙） 

報道リンク：https://www.herald.co.zw/gas-discovery-opens-new-economic-horizons/ 
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４ ジンバブエ中央銀行（RBZ）新総裁に、ムシャヤヴァヌ氏が任命される 

 ムナンガグワ大統領は、マングジカ RBZ 現総裁が２０２４年４月末で二期目の任期を終

えることを受け、後任にムシャヤヴァヌ氏を任命した。ムシャヤヴァヌ次期総裁は、スタン

ダード・チャータード銀行や FBC銀行でシニアのポストを務め、バンカーとして３０年以上

の経験をもり、MBA と PhD.BA を修得している。マングジカ現総裁は、ムタパ・インヴェス

トメント・ファンド代表となる。（９日付、ヘラルド紙） 

報道リンク：https://www.herald.co.zw/mushayavanhu-appointed-new-rbz-governor/ 

 

５ モザンビーク企業による鉄道運輸サービスが再開される 

 １１日、モザンビーク鉄道会社であるカミノス・デ・フェロ・デ・モザンビーク（CFM）

が、ベイラとジンバブエを繋ぐマチパンダ鉄道線の運輸サービスを再開させたことにより、

両国間ビジネス緩和の改善とジンバブエからベイラを通った南部アフリカ地域や他国への

交通路線拡大が期待される。２億米ドルの修繕費用をかけたベイラ-マチパンダ間の鉄道線

再開により、運輸コスト削減が期待される。（１２日付、ヘラルド紙） 

報 道 リ ン ク ： https://www.herald.co.zw/major-boost-for-zim-moza-trade-as-rail-

service-commences/ 

 

６ UCF社、ジンバブエの肥料分野に７億米ドルの投資計画 

 ザンビアを拠点とする中国系 United Capital Fertiliser（UCF）社は、ジンバブエ国内

における肥料製造工場２軒の建設及び肥料供給に、７億米ドルを投資する。工場建設は来年

初めから開始され、UCF社は、２億米ドルを肥料供給及び肥料・石炭鉱業生産工場の建設に、

５億米ドルをウレア製造工場に及びコンパウンド Dの建設に配分すると述べた。（１３日付、

ヘラルド紙） 

報 道 リ ン ク ： https://www.herald.co.zw/chinese-firm-to-build-us700m-fertiliser-

plants/ 
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